
稲毛区民まつり実行委員会設置要綱
（設　置）
（第１条）　稲毛区における区民意識の醸成及び高揚を図るため、稲毛区民まつ

り実行委員会（以下「実行委員会」という。）を設置する。
（事　業）
（第２条）　実行委員会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。
（１）稲毛区民まつりの企画及び立案
（２）稲毛区民まつりの実施及び運営
（３）その他稲毛区民まつりの実施に関し必要な事項
（組　織）
（第３条）　実行委員会は、稲毛区内で公益的活動等を行う団体から推薦を受けた者を委員として組織する。
　　　　２　委員は別表１の団体から選出する。
（役　員）　
（第４条）　実行委員会に次の役員を置く。
　　　（１）委員長　　　１　名
　　　（２）副委員長　　３　名
　　　（３）理事　　　　若干名
　　　（４）会計　　　　２　名
　　　（５）会計監事　　２　名
　　　　２　前項の役員は、前条に規定する委員の中から互選により選出する。
　　　　　ただし、理事は第７条に規定する各部会の部会長をあてる。
（役員の任期）
（第５条）　役員の任期は、１年とする。ただし、後任が選任されるまで在任する

また、再任は妨げない。
（役員の職務）　
（第６条）　役員の職務は、次のとおりとする。
　　　（１）委員長は、実行委員会を代表し、会務を総理する。
　　　（２）副委員長は、委員長を補佐し、委員長不在の場合は、その職務を代
理する。
　　　（３）理事は、委員長の指示を受けて、会務を司る。
　　　（４）会計は、会計事務を処理する。
　　　（５）会計監事は、会計を監査する。
（会　議）　
（第７条）　実行委員会に、次の会議を設け、会議は委員長が招集し、議長とな
る。ただし、部会は部会長が招集し、議長となる。
　　　（１）総会
　　　（２）役員会
　　　（３）総務部会
　　　（４）広報部会
　　　（５）企画部会
　　　（６）事業部会
（総　会）
（第８条）　総会は、実行委員会の運営に関する次の事項を審議し決定する。
　　　（１）事業の計画及び実施
　　　（２）予算及び決算
　　　（３）要綱の改正
　　　（４）役員の選出
　　　（５）その他総会が必要と認めた事項
　　　　２　総会は、委員の過半数の出席により成立し、出席者の過半数をもって決する。可否同数の場合は、議長の決するところによる。
（役員会）
（第９条）　役員会は、第４条第１項に規定する役員をもって構成する。
　　　　２　役員会は、第２条に規定する事業を協議し総会に提案する。
（部　会）　
（第10条）　委員は、第２条に規定する事業を行うにあたり、部会のいずれかに所属するものとする。ただし、委員長・副委員長は、この限りでない。


２　各部会は次の事務を処理する。

（１）総務部会
各部会の調整・表彰式、開会式及び閉会式の運営・予算及び庶務等に関すること。
　　 （２）広報部会
ア　ポスタ－・チラシ・プログラムの作成及び配布等に関す
ること。
イ　ソーシャル・ネットワーキング・サービスを利用した広報に関するこ　と。
　　 （３）企画部会
事業の企画・立案・実施及び参加団体の募集等に関する

こと。
　 （４）事業部会
出店者の募集・会場レイアウト及び設置・駐車場等に関すること。
（顧　問・アドバイザー等）
（第11条）　実行委員会に顧問、アドバイザー及びサポーターを置くことができる。
　 　（１）名誉顧問は、千葉市長とする。
　 　（２）顧問は、役員会の推薦により、委員長が委嘱する。
　 　（３）アドバイザ－は、部会長の推薦により委員長が任命し、任期は当該年度とする。
　　　（４）サポーターは、区内の学校の推薦により委員長が任命し、任期は当該年度とする。
（資　金）　
（第12条）　実行委員会に必要な資金は、補助金、委託料及び寄付金などの収入をもってこれに充てる。
（会計年度）　
（第13条）　実行委員会の会計年度は、４月１日から翌年３月３１日までとする。
（事務局）　
（第14条）　実行委員会の事務局は、稲毛区地域づくり支援課内に置き、実行委員会の事務を処理する。
（第15条）　この要綱に定めるもののほか、実行委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が定める。
　　附　則
　　この要綱は、平成５年４月１日から施行する。
　　附　則　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　この要綱は、平成５年６月１日から施行する。
　　附　則　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　この要綱は、平成６年６月１日から施行する。
　　附　則
　　この要綱は、平成１１年６月１日から施行する。
　　附　則
　　この要綱は、平成１３年６月１日から施行する。
　　附　則

　　この要綱は、令和元年６月１８日から施行する。
　附　則
  この要綱は、令和５年６月１３日から施行する。
